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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第54期

第１四半期
連結累計期間

第55期
第１四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自　平成25年４月１日

至　平成25年６月30日

自　平成26年４月１日

至　平成26年６月30日

自　平成25年４月１日

至　平成26年３月31日

売上高 （百万円） 17,242 17,994 77,009

経常利益 （百万円） 4,133 4,288 20,180

四半期(当期)純利益 （百万円） 2,635 2,805 12,802

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 4,731 2,299 20,513

純資産額 （百万円） 51,530 55,894 61,883

総資産額 （百万円） 108,357 119,656 117,585

１株当たり四半期(当期)純利
益金額

（円） 29.90 31.92 145.24

潜在株式調整後１株当たり四
半期(当期)純利益金額

（円） 29.89 － 145.20

自己資本比率 （％） 47.3 46.5 52.4
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

３．第55期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

　

(1)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間（海外：2014年１月１日～2014年３月31日、国内：2014年４月１日～2014年６月30
日）の世界経済は、北米では記録的な寒波や設備投資減税終了前の駆け込み需要の反動などによりＧＤＰが３年ぶ
りのマイナスに陥りました。また、欧州は、債務問題の対応が一巡し緩慢な回復基調にあります。また、アジアは
中国の経済成長の減速懸念はあるものの成長が続いています。

一方、日本国内においては、４月の消費税増税前駆け込み需要の反動や家計への負担の増加により個人消費の減

速がみられました。

このような状況の中、当社グループは、ブランドキャラクターライセンス事業の確立を目指し、低迷する欧州地

域の立て直し、競争環境の激しい北米での新たな形態のライセンス（企業プロモーションや飲食業等サービス産業

へのライセンス）の浸透、国別に地元の有力な企業による店舗への商品供給を進めるアジア、日本国内における新

キャラクター（『ぼんぼんりぼん』、『KIRIMIちゃん．』、『ぐでたま』、『ミスターメンリトルミス』）の育成

等各地域の特性、成長状況に合わせ経営基盤強化を図っております。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は179億円（前年同期比4.4％増）となりました。この主な増収要
因は、アジア各国のライセンスビジネスと国内のコンビニ向け特注や企業プロモーションライセンスの好調による
ものであります。
営業利益は43億円（同7.7％減）に止まりました。この減益要因は、国内の退職給付費用、テーマパーク関連広告

宣伝費等の増加に加え、北米子会社が記録的な寒波の影響で減益となったことによります。
経常利益は、前期発生した急激な為替変動による為替差損６億円が今期は少額に収まったことで42億円（同3.8％

増）、税金等調整前四半期純利益は、42億円（同3.5％増）となりました。
四半期純利益は28億円（同6.5％増）となりました。なお、すべての海外連結子会社の決算期は１月～12月であ

り、当第１四半期の対象期間は、2014年１月～３月であります。

 

　報告セグメントの業績は次のとおりであります。

①　日本：売上高109億円（前年同期比5.9％増）、営業利益26億円（同10.2％減）

増収減益の主な要因のうち増収は、ライセンス事業の好調に加え、その他事業のコンビニ向け当りくじ等が好調

だったことによるものです。一方、海外子会社からのマスターライセンス収入が減少し、円安による海外製造の商

品原価が上昇し、前述の販売費の増加もあり減益となりました。

国内ライセンス事業の商品ライセンスは食品やLIZ LISA ×マイメロディのコラボデザイン、無料通話アプリス

タンプ、『ぼんぼんりぼん』商品が好調でアパレル大手専門店の不調をカバーしたことに加え、新たなライセンス

形態である企業向けプロモーションライセンスが伸長いたしました。

国内物販事業は、都心部の店舗を中心に海外ツーリストの来店増がありましたが、４月の消費税増税前の駆け込

み需要の反動により、既存店舗ベースで前年同期比95.6％にとどまりました。既存キャラクターBAGの好調に加え

プチギフトを中心とした大人向け商品が伸長いたしました。また、前期に引き続き『ぼんぼんりぼん』の商品が女

児に好評でした。

テーマパーク事業は、大分県のハーモニーランドでは主にゴールデンウィークの休日の並びの影響による一部営

業時間の短縮やイベント減により入場者数74千人と前年比９千人の減少でした。今期は新規遊園設備として導入し

たEVカート、ニンジャトライアルが売上に寄与いたしました。営業損失は、前期に実施した大型遊具の買取による

原価の低減はありましたが前年並みになりました。東京多摩市のサンリオピューロランドの入場者数は、４月の消

費税増税に対応した実質値下げの価格改定の効果により、定価での入場者は増加しましたが、従来の国内の団体割

引等や企業向けの特別値引きを制限したことにより、全体の入場者は153千人（前年同期比４千人減）となりまし

た。しかしながら、割引での入場者が減少したことからチケットや商品販売の客単価が上昇いたしました。一方

で、運営費用や償却費用等の販管費の増加により、営業損失は増加いたしました。その結果、テーマパーク事業で

は、増収減益となりました。

 
②　欧州：売上高21億円（前年同期比0.7％増）、営業利益６億円（同1.3％増）
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欧州は、円安により円ベースでは４期ぶりに増収増益となりましたが、債務危機に対する対応の遅れから、現地

通貨ベースでは10四半期連続でライセンス売上が減収となりました。地域別では中東・アフリカは前年同期比増収

でしたが、主力の欧州は減収でした。昨年後半より地域における優良企業との契約を推進し、当期後半からの新規

ライセンシーの商品投入が収益に貢献する予定です。

また、営業体制の刷新を行い、主要ライセンシーへの営業力を強化し当期後半からの前年対比プラスへの転換を

目指します。

 
③　北米：売上高24億円（前年同期比0.4％増）、営業利益６億円（同22.9％減）

米国では、昨年末からの寒波により大手小売店が店頭の売上を大きく落とし、当社ライセンス売上も減少いたし

ました。重ねて他社との競争環境の激化により２桁の減益となりました。この影響は当面継続すると予想しており

ます。

カテゴリーでは、主力のアパレル、アクセサリーは低迷しましたが、新たに開拓したスポーツ用品は増収でし

た。

 
④　南米：売上高４億円（前年同期比5.3％減）、営業利益１億円（同17.6％増）

メキシコ、ブラジルが主力の南米は、アルゼンチンの債務問題もあり減収増益でした。その主な要因は、メキシ

コで『ハローキティ』人気の拡大により百貨店等の売場の拡大が進んだことや、前期前半まで、在庫調整等で不振

だったブラジルの靴のライセンシーが好調に推移いたしましたが、その他南米地域において携帯電話関係のライセ

ンシーの商品販売が下期にずれ込んだことなどで南米全体では減収となりました。好調なカテゴリーでは、メキシ

コの鞄、ブラジルの靴が大きく伸びました。増益要因は前期ライセンス事業へのシフトにおいて発生した在庫の評

価減による売上原価が当期発生しなかったことによります。

 
⑤　アジア：売上高18億円（前年同期比8.4％増）、営業利益６億円（同31.6％増）

アジア地域の当第１四半期は、中国、台湾、韓国の地域で増収増益となりました。

香港では、有力代理店向け輸出が減少し減収（現地通貨ベース増収）となりましたが、企業向けやプロモーショ

ン売上が好調で増益になりました。地域別では、タイの金融機関向け特注等が前年倍増の勢いで伸長し、香港では

ドラッグストアの販売プロモーションも好調でした。

台湾では、ハローキティ40周年記念を全面に押し出したコンビニ向けのプロモーションイベントに加え、既存上

位ライセンシーの周年記念商品が大きく伸び増収増益に寄与いたしました。カテゴリーでは、アパレルは低調でし

たが、バッグ、玩具が伸びました。

中国では、マスターライセンス契約先であるＫＴＬ社（香港のLi&Fungグループ）からの収入が大幅な伸びを示

しました。これは、ライセンシー数が大幅に増加し、カテゴリーが増加したことによります。特に、昨年トップの

純金アクセサリー関連のライセンシーが大幅に伸びたことに加え、食品、家庭用品、文具、ヘルス＆ビューティな

ど多岐にわたって伸長いたしました。さらにライセンスの新たな分野である、カフェやカラオケ店などサンリオの

現地子会社が直に担当する市場の開拓が順調に進んでおります。今後は事業の拡大に伴う組織の拡充やライセン

シーの管理等の法務費用などの増加がありますが、それを上回る成長を見込んでおります。

韓国では、雇用の悪化により国内消費が悪化しており、３大大型小売店の店頭売上の低迷など消費環境の悪化は

ありましたが増収となりました。営業利益は、一昨年合弁会社の業務提携を解消したことにより、営業要員を含む

人員強化のため、経費が増加しましたが、増益を確保いたしました。カテゴリーでは、家庭浴室用品、文具、アパ

レルが堅調でした。

 

(2)　財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は1,196億円で前連結会計年度末比20億円増加いたしました。資産の部の主

な増加項目は現金及び預金25億円、及び投資有価証券24億円です。主な減少項目は、受取手形及び売掛金の24億円

です。負債の部は637億円で80億円増加いたしました。主な増加項目は短期借入金８億円、長期借入金23億円、社債

（１年内償還予定含む）34億円、及び退職給付に係る負債11億円です。純資産の部は、主に四半期純利益による利

益剰余金28億円増加と、配当金の支払による利益剰余金44億円、自己株式の取得29億円、及び為替換算調整勘定９

億円の減少等により558億円と59億円減少いたしました。自己資本比率は46.5％と前連結会計年度末比5.9ポイント

減少いたしました。

 
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた事項は

ありません。

 
(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 310,000,000

計 310,000,000
 

 
②　【発行済株式】

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成26年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成26年８月13日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 89,065,301 89,065,301
東京証券取引所
（市場第１部）

権利内容に何ら限定
のない当社における
標準となる株式
単元株式数　100株

計 89,065,301 89,065,301 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成26年６月30日 ― 89,065 ― 10,000 ― 2,503
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①　【発行済株式】

平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株
式等）

 － － －

議決権制限株式（その
他）

 － － －

完全議決権株式（自己株
式等）

（自己保有株式）  
－ －

普通株式 911,200

完全議決権株式（その
他）

普通株式 88,128,100 881,281 －

単元未満株式 普通株式 26,001 － －

発行済株式総数  89,065,301 － －

総株主の議決権  － 881,281 －
 

 

 
（注）「完全議決権株式(その他)」には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。
 

 
②　【自己株式等】

平成26年３月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）      

株式会社サンリオ
東京都品川区大崎

１－６－１
911,200 － 911,200 1.0

計 － 911,200 － 911,200 1.0
 

 

（注）当社は、平成26年５月30日開催の取締役会決議により、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適
用される同法第156条の規定に基づき自己株式1,000,000株の取得を実施いたしました。また、当第１四
半期会計期間において、単元未満株式の買取りにより自己株式が７株増加し、平成26年６月30日現在の
自己保有株式数は合計1,911,294株となっております。

 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社サンリオ(E02655)

四半期報告書

 7/17



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 52,265 54,829

  受取手形及び売掛金 12,770 10,287

  商品及び製品 3,333 3,163

  仕掛品 40 145

  原材料及び貯蔵品 171 309

  その他 3,739 3,182

  貸倒引当金 △82 △77

  流動資産合計 72,238 71,839

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 7,289 7,147

   土地 10,290 10,257

   その他（純額） 1,442 1,398

   有形固定資産合計 19,022 18,803

  無形固定資産 4,865 4,841

  投資その他の資産   

   投資有価証券 9,888 12,318

   繰延税金資産 3,340 3,551

   その他 10,114 10,143

   貸倒引当金 △1,983 △1,977

   投資その他の資産合計 21,359 24,036

  固定資産合計 45,248 47,681

 繰延資産 98 135

 資産合計 117,585 119,656

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 4,658 4,648

  短期借入金 9,409 10,214

  未払法人税等 740 1,039

  賞与引当金 456 744

  返品調整引当金 45 36

  その他 13,978 14,565

  流動負債合計 29,288 31,248

 固定負債   

  社債 4,592 7,462

  長期借入金 9,467 11,858

  役員退職慰労引当金 507 578

  債務保証損失引当金 35 30

  退職給付に係る負債 9,522 10,683

  その他 2,287 1,900

  固定負債合計 26,413 32,513

 負債合計 55,701 63,762
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 10,000 10,000

  資本剰余金 3,423 3,423

  利益剰余金 49,140 46,574

  自己株式 △1,882 △4,799

  株主資本合計 60,681 55,198

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 787 1,122

  繰延ヘッジ損益 6 △11

  為替換算調整勘定 2,922 2,012

  退職給付に係る調整累計額 △2,750 △2,670

  その他の包括利益累計額合計 966 452

 新株予約権 167 167

 少数株主持分 67 74

 純資産合計 61,883 55,894

負債純資産合計 117,585 119,656
 

 

EDINET提出書類

株式会社サンリオ(E02655)

四半期報告書

 9/17



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 17,242 17,994

売上原価 5,290 5,968

売上総利益 11,951 12,025

返品調整引当金戻入額 6 9

差引売上総利益 11,957 12,034

販売費及び一般管理費 7,278 7,717

営業利益 4,678 4,316

営業外収益   

 受取利息 65 98

 受取配当金 63 27

 貸倒引当金戻入額 23 －

 その他 83 43

 営業外収益合計 236 169

営業外費用   

 支払利息 92 78

 為替差損 633 55

 その他 55 63

 営業外費用合計 781 198

経常利益 4,133 4,288

特別利益   

 固定資産売却益 － 0

 投資有価証券売却益 58 10

 特別利益合計 58 10

特別損失   

 固定資産処分損 33 0

 その他 3 －

 特別損失合計 37 0

税金等調整前四半期純利益 4,153 4,297

法人税、住民税及び事業税 819 1,205

法人税等調整額 692 277

法人税等合計 1,512 1,483

少数株主損益調整前四半期純利益 2,641 2,814

少数株主利益 5 8

四半期純利益 2,635 2,805
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,641 2,814

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 143 334

 繰延ヘッジ損益 △0 △17

 為替換算調整勘定 1,946 △911

 退職給付に係る調整額 － 79

 その他の包括利益合計 2,089 △514

四半期包括利益 4,731 2,299

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 4,715 2,292

 少数株主に係る四半期包括利益 15 7
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【注記事項】

 

(会計方針の変更等)
　

当第１四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日)

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率決定の基礎となる債券の期間につい

て従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金

額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が1,481百万円増加し、利益剰余金が964百

万円減少しております。なお、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

への影響は軽微であります。
 

 
(四半期連結貸借対照表関係)

偶発債務

従業員の金融機関からの借入に対して、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)
従業員の銀行借入に対する債務保証
　　41名

93百万円
従業員の銀行借入に対する債務保証
　　40名

92百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日
  至  平成26年６月30日)

減価償却費 334百万円 375百万円

のれんの償却額 8百万円 9百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月31日
取締役会

普通株式 2,203 25.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月30日
取締役会

普通株式 4,407 50.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金

 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

３  株主資本の著しい変動

当社は、平成26年５月30日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,000,000株の取得を行いました。この結果、当

第１四半期連結累計期間において自己株式が2,917百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が

4,799百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１.  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

日本 欧州 北米 南米 アジア 合計

売上高         

外部顧客への売上高 10,346 2,146 2,490 521 1,737 17,242 － 17,242

(うちロイヤリティ売上高) (1,977) (2,096) (2,088) (517) (1,130) (7,810) (－) (7,810)

セグメント間の
内部売上高又は振替高

2,771 0 18 8 150 2,949 △2,949 －

(うちロイヤリティ売上高) (2,648) (0) (14) (8) (9) (2,682) (△2,682) (－)

計 13,118 2,147 2,508 530 1,887 20,191 △2,949 17,242

セグメント利益 2,899 664 907 154 469 5,094 △416 4,678
 

 
（注） １． セグメント利益の調整額 416百万円は、セグメント間取引消去及び配賦不能営業費用であり、配賦

不能営業費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
 ２． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

　

２.  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「日本」セグメントにおいて、店舗資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、２百万

円であります。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

日本 欧州 北米 南米 アジア 合計

売上高         

外部顧客への売上高 10,956 2,161 2,499 494 1,882 17,994 － 17,994

(うちロイヤリティ売上高) (2,075) (2,113) (2,059) (491) (1,464) (8,205) (－) (8,205)

セグメント間の
内部売上高又は振替高

2,575 4 10 0 500 3,091 △3,091 －

(うちロイヤリティ売上高) (2,444) (4) (10) (0) (12) (2,471) (△2,471) (－)

計 13,532 2,166 2,509 494 2,383 21,086 △3,091 17,994

セグメント利益 2,602 673 699 181 618 4,775 △458 4,316
 

 
（注） １． セグメント利益の調整額 458百万円は、セグメント間取引消去及び配賦不能営業費用であり、配賦

不能営業費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
 ２． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

　

２. 報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更し

たことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更による影響額は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日
  至  平成26年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 29.90円 31.92円

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(百万円) 2,635 2,805

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 2,635 2,805

普通株式の期中平均株式数(千株) 88,152 87,904

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 29.89円 －円

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(千株) 12 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

－ －

 

(注) 当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 
２ 【その他】

平成26年５月30日開催の取締役会において、平成26年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額　　　4,407百万円

②１株当たりの金額　50.00円

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日

　平成26年６月27日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月12日

 

株 式 会 社 サ ン リ オ

取 締 役 会 御 中

 

 新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 上   林 三 子 雄  ㊞
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 廣   田   剛   樹  ㊞
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 南　　山　　智　　昭  ㊞
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンリ

オの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンリオ及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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